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　４月２３日より役場内にありました、町社会福祉協議会事務局が、中央公民館の
一室に引越ししました。

����������　直通電話です。お間違いのないよう！
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� � �しかべ幼稚園鹿部中学校鹿部中学校

� �3歳児　みかん組担任1年副担任、1年国語、2年社会事務職員

� � �函　館　市青森県八戸市埼　玉　県
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　毎日子どもたちと触れ合
い、遊んだり、お話をした
りする中で、子どもたちと
一緒に成長していきたいと
思っています。子どもたち
一人ひとりが、「幼稚園っ
てこんなに楽しいんだ！」
「また行きたい」と思って
くれるように、たくさん声
をかけ、遊びながら仲良く
なっていけたらと思ってい
ます。

　明るく元気なあいさつに、
心温かくなりました。素直
な子どもたちだな、と感じ
ています。
　生徒と共に自分自身も成
長していけるように頑張り
たいと思います。

　気負わずに、普段着のま
まの付き合いがしたい。

� �読書、散歩温泉、読書ヘラ鮒釣り

� �剣道特になし器用貧乏

�������	

　時間の流れがゆったり、の
んびりしていて、いいなぁと
思いました。函館と違う部分
もあり初めはとまどいました
が、自然も身近にあり、散歩
したら楽しそうだなぁと感じ
たので、今度散歩にも出かけ
てみたいです。

　初出勤の日、駒ヶ岳の美
しさに感動しました。前任
校が和かな農村地帯だった
ので、漁師町のエネルギッ
シュなパワーを感じました。

　風おだやかにして　風光
明媚

� � � � � �イカ、タコ、貝類特になしホタテ、タラコ、ホッケ、カレイ

� � � � �新　任木古内町立鶴岡小学校松前町立原口小学校
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こ
の
た
び
の
異
動
で
、
八
雲

町
立
山
越
小
学
校
か
ら
本
校
に

赴
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
先
日
の
春
休
み
中
の

こ
と
で
す
が
、
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
は
早
朝
の
少
年
野
球
の

練
習
が
あ
っ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
サ
ッ
カ
ー
練
習
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

が
盛
ん
な
町
と
い
う
印
象
を
強

く
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
つ
い

最
近
の
こ
と
で
す
が
、
児
童
生

徒
の
登
校
時
の
交
通
安
全
指
導

に
は
町
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み

が
見
ら
れ
ま
す
。

　

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で

守
り
育
て
る
」
と
い
う
意
識
の

現
わ
れ
で
も
あ
る
と
同
時
に
学

校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関

が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
る
点
が
と
て
も
素

晴
ら
し
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
鹿
部
町
で
は
幼

小
中
の
一
貫
教
育
が
進
め
ら
れ

て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
小
学
校
と
し
て
今
後

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
が
課

題
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
や
地
域
に
信

頼
さ
れ
る
小
学
校
と
な
る
た
め

に
は
、
互
い
に
理
解
し
合
う
努

力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
、

様
々
な
場
面
を
活
用
し
て
風
通

し
の
良
い
関
係
を
築
い
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な

り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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� � �鹿部小学校鹿部小学校鹿部小学校学校給食センター

� �特別支援Ｔ･Ｔ（２･３･５年生算数）３年１組担任栄養職員

� � �函　館　市函　館　市函　館　市函　館　市

� � � � �

� � � �

　学校は学習に努力する
ところ。
　ねばり強さと、成就を
一歩一歩
　最後は笑顔の一日にし
たいです。さいばい活動
等も楽しみにしています。

　算数の時間に２･３･５
年生のクラスに入って、
担任の先生と一緒に勉強
を教えています。どのク
ラスの子どもたちも明る
く元気です。これからも
っと子どもたちとふれ合
って、鹿部のことをたく
さん知りたいと思います。

　「学校、大好き！」と、
どの子も思えるような、
学校・学級作りを目指し
ております。勉強を子ど
もに教えるのが教師の仕
事ですが、教える以上に
私も子どもからいろいろ
なことを教わってきまし
た。これからも子どもと
共に成長していきたいと
考えております。どうぞ
よろしくお願いいたしま
す。

　鹿部町の子ども達は明
るく、素直でとてもかわ
いいです。食べる事、食
べ物を通し、子ども達が
健康でいきいきとした生
活を送り、健やかな成長
をするためにお手伝いで
きればいいなと思います。
おいしく安全な給食作り
を目指し、頑張りたいと
思いますので、よろしく
お願いいたします。

� �本やＤＶＤを買うことドライブ
釧路に住んでいた頃はアイスホッケーやダンスに
挑戦しました。楽しめることを今、探しています。読書

� �ジャム作り（去年は２０数種つくりました。）特にありません。書道と早起き特になし

�������	

　港の大きさ、にぎやか
さにびっくりしました。
　店も多く活気に満ちて
います。
　温泉も楽しみです。

　以前に間歇泉に来たこ
とがありますが、その他
の所でも温泉の湯けむり
が立っていることにおど
ろきました。ぜひ、ゆっ
くりと温泉につかってみ
たいです。

　天気が良い日、海の色
が青緑色に見えて美しい
と思いました。

　浜育ちなので、海や浜
言葉や磯の香りがとても
懐かしく感じます。又、
窓から見える駒ケ岳がと
ても美しいです。

� � � � � �鮭、ホッケ、ホッキ、ホタテ、やりイカイカタコカニ、エビ

� � � � �福島町吉岡小学校七飯町立七飯小学校釧路市立清明小学校七飯町学校給食センター

★職場の先輩を見習っ
て、ひとつでも多く
仕事を覚え、鹿部の
ために頑張りますの
で、よろしくお願い
します。

★日高の小学校で９年
間働いていました。
鹿部の皆さん、子ど
もたちのために頑張
ります。
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地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
当

町
に
お
け
る
条
例　

本
を
改
正

１４

す
る
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
助
役
制
度
を
見
直

し
、
助
役
に
代
え
て
副
町
長
を

置
く
こ
と
、
収
入
役
制
度
を
廃

止
し
、
会
計
管
理
者
を
１
人
置

く
こ
と
等
が
主
な
改
正
で
あ
り

ま
す
。
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新
法
で
は
、
副
市
町
村
長
の

法
定
数
を
定
め
ず
、
条
例
に
よ

り
定
数
を
定
め
る
、
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
新
法
第
１
６
１

条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
鹿

部
町
副
町
長
の
定
数
を
１
人
と

す
る
も
の
で
す
。
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鹿
部
町
職
員
の
勤
務
時
間
を

１
日　

分
延
長
し
、
午
前
８
時

３０

　

分
か
ら
午
後
５
時　

分
ま
で

３０

３０

の
勤
務
体
制
と
し
、
１
日
８
時

間
、
１
週
間
の
勤
務
を　

時
間

４０

�
��
�

と
す
る
も
の
で
す
。
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国
家
公
務
員
の
一
般
職
の
職

員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
鹿
部
町
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
扶
養
手
当
に
お
い

て
「
扶
養
親
族
２
人
ま
で
に
つ

い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
６
千
円
」
を

支
給
す
る
規
定
を
「
扶
養
親
族

１
人
に
つ
き
６
千
円
を
支
給
」

す
る
こ
と
に
改
正
さ
れ
た
こ
と

と
、
そ
の
他
の
扶
養
親
族
に
つ

い
て
は
、
１
人
に
つ
き
５
千
円

を
支
給
す
る
規
定
を
削
除
す
る

も
の
で
す
。
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ひ
と
り
親
家
庭
等
に
係
る
学

校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
中

で
盲
学
校
等
の
名
称
が
「
特
別

支
援
学
校
」
と
い
う
名
称
に
変

更
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

増減率増減額１８年度１９年度
　　　　　　　年度別
会計別　　　　　　　

▲ ８．４％▲２２０，０００２，６２０，０００２，４００，０００一般会計

２９．５％１７７，６５１６０２，３４９７８０，０００国民健康保険
特
別
会
計

▲１０．４％▲ ５８，０５３５５８，０５３５００，０００老人保健事業

２．６％５，３５５２０９，０００２１４，３５５介護保険事業

９．１％１２４，９５３１，３６９，４０２１，４９４，３５５小　　計

２．０％２，１２７１０５，７８６１０７，９１３収益的収入水
道
事
業
会
計

１．２％１，１５３９８，２３８９９，３９１収益的支出

０．０％０１１資本的収入

１４．４％６，８４３４７，４６９５４，３１２資本的支出

�������	
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�������	
�������������

　予算配分の効率化により２億２千万円の減額、前年度当初対比で８．４％の減となりました。
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地
域
支
援
事
業
者
に
お
け
る

中
立
・
公
平
性
の
確
保
や
、
困

難
事
例
へ
の
調
整
、
更
に
は
地

域
の
関
係
機
関
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
協
議
な

ど
を
行
い
、
地
域
障
害
者
の
福

祉
の
向
上
及
び
強
化
を
図
る
た

め
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。
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ゴ
ミ
処
理
事
業
を
執
行
す
る

上
で
現
状
と
そ
ぐ
わ
な
い
条
項

が
多
々
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
言

に
よ
る
表
現
も
含
め
、
本
条
例

を
全
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。
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鹿
部
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

番
地
の
改
正
及
び
使
用
料
の
一

部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
平
成　

年
度
か
ら
、

１９

町
内
の
利
用
者
に
も
負
担
を
お

願
い
し
、
１
日
の
使
用
料
を
１

０
０
円
、
用
具
等
の
利
用
に
つ

い
て
は
２
０
０
円
と
し
、
中
学

生
以
下
は
無
料
と
す
る
も
の
で

す
。
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現
在
の
総
合
体
育
館
使
用
料

の
規
定
に
つ
い
て
は
、
利
用
時

間
の
区
分
が
、
午
前
、
午
後
、

夜
間
と
３
区
分
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
実
際
の
使
用
は
、
午

前
か
ら
午
後
ま
で
、
午
後
か
ら

夜
間
ま
で
と
、
使
用
区
分
を
ま

た
ぐ
こ
と
が
多
く
、
利
用
者
の

利
便
性
と
施
設
の
有
効
利
用
、

そ
し
て
効
率
よ
く
料
金
を
徴
収

で
き
る
１
時
間
単
位
で
の
使
用

料
と
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２

百　

万
２
千
円
を
追
加
し
、
予

５５
算
総
額　

億
６
千
９
百　

万
４

２８

３５

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
予
算
の
精
査
に
よ

る
も
の
で
、
工
事
請
負
費
等
の

入
札
減
を
始
め
、
各
科
目
の
執

行
見
込
み
に
よ
る
も
の
と
、
地

方
債
の
繰
上
償
還
に
よ
る
追
加

が
主
な
も
の
で
す
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
千
３

百　

万
８
千
円
を
減
額
し
、
予

９５
算
総
額
４
億
７
千
４
百
万
円
と

し
ま
し
た
。
内
容
は
、
医
療
費

の
見
込
み
精
査
に
よ
る
減
額
が

主
な
も
の
で
す
。
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保
険
事
業
勘
定
で
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
５
百
５
万

１
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

２
億
８
百
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
に
お
い

て
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　
２０

万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額　
２０

万
円
と
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
予
算
の
精
査
と

執
行
見
込
に
よ
る
減
が
主
な
も

の
で
す
。
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収
益
的
支
出
を
２
百　

万
円

５３

減
額
し
、
収
益
的
支
出
の
予
算

総
額
を
９
千
５
百　

万
８
千
円

７０

と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
職
員
の
人
事
異
動

に
伴
う
給
料
・
職
員
手
当
・
共

済
費
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
	

　

地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の

２
第
３
項
及
び
鹿
部
町
の
公
の

施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指

定
の
手
続
き
等
に
関
す
る
条
例

に
よ
り
、
鹿
部
町
老
人
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運

営
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る

も
の
で
す
。

　

指
定
す
る
管
理
者
の
名
称
は
、

社
会
福
祉
法
人
渡
島
福
祉
会
、

管
理
を
行
わ
せ
る
期
間
は
、
平

成　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成　

１９

２０

年
３
月　

日
ま
で
の
１
年
間
で

３１

す
。
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当
町
の
し
尿
、
浄
化
槽
汚
泥
、

及
び
資
源
ご
み
の
処
理
に
つ
い

て
は
、
森
町
へ
委
託
し
て
お
り

ま
す
が
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

地
方
自
治
法
第
２
５
２
条
の　
１４

の
規
定
に
よ
り
平
成　

年
度
の

１９

ゴ
ミ
処
理
事
務
の
委
託
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の

で
す
。
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平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
檜

１９

山
支
庁
管
内
の
７
町
が
加
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
機
構
の
名
称

が
「
渡
島
・
檜
山
地
方
税
滞
納

整
理
機
構
」
と
変
更
に
な
る
こ

と
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
２
５

２
条
の
７
第
２
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
会
に
協
議
し
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。
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地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
鹿

部
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
地
方
自
治
法
、
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当
町
は
漁
業
が
基
幹
産
業
で

あ
り
、
前
浜
の
水
揚
げ
の
良
し

悪
し
が
当
町
の
経
済
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
ま
で
、
前
浜
漁
業
資
源

の
増
大
を
図
る
べ
く
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で
来
て
い
る
こ
と

は
十
分
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、

私
は
、
近
年
、
前
浜
の
資
源
増

強
の
た
め
の
漁
業
振
興
対
策
事

業
が
減
少
傾
向
に
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
を
懸
念
し
て
お
り
ま

す
。

　

新
規
事
業
を
含
め
、
具
体
的

な
例
を
あ
げ
た
上
で
、
今
後
、

ど
の
よ
う
な
対
策
事
業
を
考
え

て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　

佐
藤
議
員
の
一
般
質
問
に
お

答
え
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
漁
業
振
興
対
策
で

あ
り
ま
す
が
、
前
浜
の
資
源
増

強
の
た
め
の
事
業
が
減
少
し
て

い
る
の
で
な
い
か
、
２
つ
目
は

新
規
事
業
を
含
め
ど
の
よ
う
な

対
策
事
業
を
展
開
す
る
の
か
と

い
う
質
問
か
と
思
い
ま
す
が
、

ま
ず
、
佐
藤
議
員
の
質
問
に
も

あ
り
ま
す
よ
う
に
水
揚
げ
の
善

し
悪
し
で
町
内
の
経
済
が
大
き

く
左
右
さ
れ
る
部
分
に
つ
い
て

は
、
私
も
同
様
の
考
え
を
も
っ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
安
定
し
た
前
浜
根
付

け
漁
業
の
資
源
増
大
を
図
る
べ

き
事
業
展
開
で
あ
り
ま
す
が
、

町
単
独
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、

漁
業
協
同
組
合
と
漁
業
振
興
会

議
に
お
い
て
十
分
協
議
を
し
、

要
請
の
あ
っ
た
事
業
に
つ
い
て

は
、
要
望
ど
お
り
助
成
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

過
去
に
補
助
事
業
と
し
て
実
施

���
���
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���
���
���
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���
���
���
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し
て
お
り
ま
し
た
沿
岸
構
造
改

善
事
業
（
投
石
事
業
）
や
沿
岸

整
備
事
業
（
囲
い
礁
）
は
、
そ

れ
ぞ
れ
平
成　

年
と　

年
で
整

１１

１３

備
計
画
事
業
を
完
了
し
て
ご
ざ

い
ま
す
が
、
町
単
独
補
助
事
業

の
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
減
少

し
て
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
つ
目
の
新
規
事
業
と
今
後

の
事
業
対
策
で
あ
り
ま
す
が
、

い
づ
れ
に
し
て
も
鹿
部
漁
業
協

同
組
合
策
定
の
振
興
計
画
に
基

づ
き
、
町
と
し
て
は
出
来
る
限

り
の
支
援
に
つ
い
て
漁
業
振
興

会
議
を
含
め
十
分
協
議
を
し
な

が
ら
こ
れ
ま
で
ど
お
り
事
業
を

進
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
願

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

道
の
栽
培
公
社
が
利
用
さ
れ

て
い
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で

す
が
、
そ
こ
を
利
用
し
て
ナ
マ

コ
の
種
苗
を
栽
培
で
き
な
い
も

の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
今
バ
フ
ン
ウ
ニ

の
値
段
が
低
下
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
の
で
、
ム
ラ
サ
キ

ウ
ニ
の
放
流
が
出
来
な
い
も
の

か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
雑
草
駆
除
を
行

っ
て
い
ま
す
が
駆
除
の
効
果
が
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第
１
０
９
条
、
第
１
０
９
条
の

２
及
び
第
１
１
０
条
に
お
い
て
、

議
会
閉
会
中
に
常
任
委
員
、
議

会
運
営
委
員
、
特
別
委
員
を
議

長
が
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
関

連
条
項
を
改
正
し
、
ま
た
、
併

せ
て
字
句
の
整
理
を
行
う
も
の

で
す
。
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地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
本

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
地
方
自

治
法
、
第
１
０
９
条
、
第
１
０

９
条
の
２
及
び
第
１
１
０
条
に

お
い
て
、
常
任
委
員
会
、
議
会

運
営
委
員
会
、
特
別
委
員
会
が

議
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

関
連
条
項
を
改
正
し
、
ま
た
、

併
せ
て
字
句
の
整
理
を
行
う
も

の
で
す
。
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地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
用
語

の
改
正
に
よ
り
、
字
句
の
整
理

が
生
じ
た
こ
と
か
ら
本
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
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駒
ケ
岳
演
習
場
障
害
防
止

対
策
工
事
（
押
出
沢
砂
防

工
事
そ
の
２
）
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５
千
６
百　

万
円

７０
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吉
建
設
株
式
会
社

　

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関

係
省
庁
等
へ
提
出
し
ま
し
た
。
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【
提
出
先
】

　

衆
議
院
議
長

　

参
議
院
議
長

　

内
閣
総
理
大
臣

　

外
務
大
臣

　

農
林
水
産
大
臣

　

経
済
産
業
大
臣
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ど
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
の
か
、

お
伺
い
し
ま
す
。

　

ナ
マ
コ
の
種
苗
等
に
つ
い
て

は
栽
培
公
社
と
伴
に
、
ナ
マ
コ

漁
業
者
、
漁
組
、
役
場
で
数
年

前
か
ら
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

そ
れ
と
中
間
育
成
も
数
年
前

か
ら
行
っ
て
お
り
ま
す
が
ナ
マ

コ
の
孵
化
や
育
成
等
の
研
究
成

果
と
言
う
も
の
が
、
ま
だ
確
立

さ
れ
て
い
な
い
と
言
う
こ
と
か

ら
、
技
術
が
確
立
さ
れ
た
時
点

で
公
社
の
方
に
、
お
願
い
を
し

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

そ
れ
か
ら
、
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ

の
地
場
放
流
が
で
き
な
い
か
と

言
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大

分
前
に
漁
組
か
ら
聞
い
て
い
る

の
で
す
が
、
以
前
、
松
前
の
方

か
ら
、
持
っ
て
き
て
鹿
部
の
海

に
移
植
放
流
し
ま
し
た
が
、
採

卵
時
期
が
向
こ
う
の
海
と
鹿
部

の
海
（
噴
火
湾
）
が
違
う
と
言

う
事
で
生
息
し
な
か
っ
た
。

　

更
に
は
、
食
欲
が
バ
フ
ン
ウ

ニ
よ
り
旺
盛
だ
と
言
う
こ
と
で
、

コ
ン
ブ
等
を
食
い
尽
く
す
と
い

う
よ
う
な
こ
と
が
問
題
と
な
り
、

そ
れ
以
降
、
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
の

放
流
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
雑
草
駆
除
の
効
果
と

言
う
事
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
数
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
事

業
で
あ
り
ま
し
て
、
コ
ン
ブ
を

根
付
さ
せ
る
た
め
に
は
、
雑
草

駆
除
と
言
う
も
の
は
必
要
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
毎
年
、
漁
協
の

方
か
ら
助
成
要
請
が
来
て
お
り

ま
す
の
で
、
効
果
が
あ
る
と
言

う
判
断
の
基
、
今
後
も
推
進
し

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

２
点
目
の
少
子
高
齢
化
対
策

に
つ
い
て
、
私
が
、　

年
位
前

１０

に
少
子
高
齢
化
の
時
代
が
来
る

事
に
つ
い
て
一
般
質
問
と
し
て

取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
未
だ
に
、
何
一
つ
と
し
て

対
策
が
取
ら
れ
て
い
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
後
、
ど
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の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　

２
つ
目
の
ご
質
問
で
あ
り
ま

す
が
少
子
高
齢
化
対
策
に
つ
い

て
、
と
言
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
ず
、
少
子
高
齢
化
は
国
の

社
会
保
障
制
度
や
経
済
に
お
い

て
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
問
題
で
す
。

　

少
子
化
の
背
景
を
み
る
と
、

離
婚
の
増
加
や
晩
婚
・
未
婚
者

の
意
識
、
母
子
家
庭
の
育
児
・

生
活
力
な
ど
、
様
々
な
要
因
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
増
加
に
よ

っ
て
、
独
居
老
人
の
増
加
や
高

齢
者
が
よ
り
良
く
生
き
る
た
め

の
福
祉
施
策
な
ど
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
所
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
と
し
て
は
、
昨

年　

月
よ
り
出
産
育
児
一
時
金

１０
を　

万
円
か
ら　

万
円
に
引
き

３０

３５

上
げ
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
部
町
単
独
と
し
て

の
少
子
化
対
策
と
し
て
は
、
平

成
７
年
度
よ
り
３
歳
児
の
子
ど

も
と
親
を
対
象
と
し
た
「
バ
ン

ビ
教
室
」
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
親
子
の
ふ

れ
あ
い
、
集
団
生
活
へ
の
適
応
、

子
ど
も
を
養
育
す
る
親
へ
多
様

な
需
要
に
対
応
し
た
保
育
サ
ー

ビ
ス
や
子
育
て
情
報
を
提
供
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園

で
は
、
こ
れ
ま
で
４
歳
・
５
歳

の
対
象
で
あ
り
ま
し
た
が
、
平

成　

年
４
月
よ
り
、
入
園
対
象

１５
者
を
３
歳
児
に
広
げ
た
施
策
も

展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で

き
る
広
場
（
公
園
）
づ
く
り
も

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

新
た
な
施
策
と
し
て
は
、
執

行
方
針
で
も
述
べ
て
い
ま
す
が
、

少
子
化
対
策
と
し
て
幼
稚
園
保

育
時
間
の
延
長
を
検
討
す
る
よ

う
指
示
し
て
お
り
、
住
民
ニ
ー

ズ
調
査
等
も
行
い
前
向
き
に
検

討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

次
に
、
高
齢
者
対
策
に
つ
い

て
は
、
平
成
７
年　

月
８
日
に

１１

「
高
齢
社
会
対
策
基
本
法
」
が

成
立
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
地
方
公
共
団
体

の
責
務
と
し
て
、
国
と
協
力
し

つ
つ
、
そ
の
地
域
に
よ
っ
て
実

情
が
異
な
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、

社
会
的
、
経
済
的
状
況
に
応
じ

た
施
策
を
す
る
よ
う
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

鹿
部
町
の
施
策
と
致
し
ま
し

て
は
、
教
育
委
員
会
、
民
生
課
、

更
に
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

連
携
に
よ
り
高
齢
者
生
涯
カ
レ

ッ
ジ
の
開
催
や
、
高
齢
者
を
中

心
と
し
た
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年　

月
１
日
に
ス

１０

タ
ー
ト
し
ま
し
た
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
福
祉
、
介
護
、

健
康
等
の
総
合
福
祉
政
策
と
し

て
位
置
づ
け
て
お
り
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
を
支
え
る
拠
点
と
な

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
機
能
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
生
涯
教
育
の

場
に
お
い
て
も
、
健
康
で
生
き

が
い
の
あ
る
生
活
を
行
え
る
よ

う
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
と
更
に
連

携
を
深
め
、
学
習
機
会
の
充
実

な
ど
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

後
も
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
少

子
高
齢
化
対
策
が
低
下
し
な
い

よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
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私
が
一
般
質
問
し
た
の
は　
１０

年
位
前
に
な
り
ま
す
が
、
当
時
、

少
子
高
齢
化
の
時
代
が
来
る
と

考
え
る
職
員
も
お
り
ま
し
た
が
、

　

先
見
の
目
を
持
つ
よ
う
な
職

員
の
教
育
を
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
親
が
赤
ち
ゃ
ん

を
安
心
し
て
生
め
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
が
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

　

少
子
高
齢
化
の
関
係
で
あ
り

ま
す
が
佐
藤
議
員
以
前
か
ら
そ

う
言
う
主
張
を
し
て
い
た
と
言

う
事
で
あ
り
ま
し
て
、
職
員
も

そ
れ
を
考
え
る
よ
う
な
教
育
な

り
を
す
る
気
が
あ
る
の
か
、
と

言
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
当

然
こ
れ
か
ら
、
そ
う
言
う
教
育

を
職
員
に
徹
底
し
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
親
が
安
心
し
て

子
供
を
生
め
る
環
境
づ
く
り
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
子
育

て
の
部
分
に
力
を
入
れ
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

執
行
方
針
の
中
で
も
申
し
上

げ
ま
し
た
よ
う
に
、
そ
の
一
つ

と
し
て
幼
稚
園
の
延
長
保
育
を

検
討
す
る
よ
う
指
示
し
て
お
り

ま
し
て
、
例
え
ば
希
望
者
に
対

し
て
午
後
５
時
ま
で
保
育
す
る

方
法
等
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
３
歳
児
ま
で
医
療
費

が
無
料
だ
っ
た
と
言
う
こ
と
で
、

そ
の
医
療
費
の
拡
大
と
言
う
こ

と
を
や
っ
て
い
る
町
村
が
あ
り

ま
す
。

　

私
も
そ
れ
は
、
注
目
し
て
い

た
所
で
あ
り
ま
し
て
、
鹿
部
町

単
独
の
事
業
で
財
政
的
に
年
齢

の
引
き
上
げ
が
可
能
か
ど
う
か
、

研
究
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
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第
１
回
臨
時
会
は
、
２
月
１

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
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地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

　

月　

日
付
け
で
専
決
処
分
し

１２

１８

た
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
第
３
回
全
国
タ
グ

ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
函
館
地
区
大

会
が　

月
３
日
、
函
館
市
に
お

１２

い
て
開
催
さ
れ
、
鹿
部
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
所
属
の
鹿
部
ラ
グ

ビ
ー
ク
ラ
ブ
が
優
勝
し
、
１
月

　

日
に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る

１３北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ
の
出

場
が
決
定
し
た
こ
と
に
伴
う
、

開
催
地
の
札
幌
市
へ
の
引
率
者

も
含
め
た
経
費　

万
１
千
円
を

１５

追
加
措
置
し
た
も
の
で
す
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　

万
８

５１

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額　
２７

億
３
千
８
百　

万
８
千
円
と
し

１８

ま
し
た
。

　

内
容
は
鹿
部
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
所
属
の
鹿
部
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ

ブ
が
、
第
３
回
全
国
タ
グ
ラ
グ

ビ
ー
選
手
権
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
に
お
い
て
優
勝
し
、
全
国

大
会
へ
の
キ
ッ
プ
が
与
え
ら
れ
、

２
月　

日
、　

日
の
両
日
に
東

２４

２５

京
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
で
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
へ
出
場
す
る

こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
開

催
地
の
東
京
都
へ
の
選
手　

名
１０

分
と
引
率
者
も
含
め
た
経
費　
５１

万
８
千
円
を
追
加
し
た
も
の
で

す
。
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第
２
回
臨
時
会
は
、
２
月　
２０

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
８

百　

万
４
千
円
を
追
加
し
、
予

６１
算
総
額　

億
６
千
６
百　

万
２

２７

８０

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
総
合
行
政
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

２
千
８
百　

万
３
千
円
の
追
加

２８

が
主
な
も
の
で
す
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
千　
４９

万
１
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
７
億
１
千
４
百　

万
５
千
円

４０

と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
予
算
の
精
査
に
よ

る
減
額
と
一
般
被
保
険
者
療
養

給
付
費
２
千
５
百　

万
１
千
円

２７

の
追
加
、
退
職
被
保
険
者
等
療

養
給
付
費
２
千
８
百　

万
３
千

８８

円
の
追
加
が
主
な
も
の
で
す
。
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後
期
（
２
年
間
）
の
常
任
委

員
会
委
員
及
び
議
会
運
営
委
員

会
委
員
が
次
の
と
お
り
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

【
任
期
】

　

平
成　

年
２
月　

日
〜

１９

２０

　
　
　
　

年
２
月　

日

２１

１９

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　
　

委
員
長　

竹
ヶ
原
公
勝

　
　

副
委
員
長　

浦　
　

梅
吉

　
　

委　
　

員　

伊
藤　

辰
男

　
　
　

〃　
　
　

千
葉　

光
義

　
　
　

〃　
　
　

吉　
　

英
樹

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　
　

委
員
長　

佐
藤　

頼
幸

　
　

副
委
員
長　

中
川　
　

一

　
　

委　
　

員　

盛
田　

鐵
次

　
　
　

〃　
　
　

小
林　
　

勲

　
　
　

〃　
　
　

野
田　

重
毅

�
�
�
�
�
�
�
�

　
　

委
員
長　

伊
藤　

辰
男

　
　

副
委
員
長　

吉　
　

英
樹

　
　

委　
　

員　

盛
田　

鐵
次

　
　
　

〃　
　
　

竹
ヶ
原
公
勝
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町
営
住
宅
及
び
職
員
住
宅
の

管
理
状
況
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
２
月
５
日

１９

�
�
�
�
�

　

担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け
、

提
出
の
あ
っ
た
資
料
に
基
づ
き
、

質
疑
を
行
っ
た
。

�
�
�
�
�

　

町
営
住
宅
は
大
岩
地
区
１
団

地
２
棟
８
戸
、
鹿
部
地
区
２
団

地
９
棟　

戸
、
宮
浜
地
区
４
団

３６

地　

棟
１
８
３
戸
、
本
別
地
区

３７
２
団
地
３
棟　

戸
、
全
体
で　

１２

５１

棟
２
３
９
戸
、
職
員
住
宅
に
つ

い
て
は
、
宮
浜
地
区
に　

棟　
１５

２９

戸
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

町
営
住
宅
の
家
賃
は
立
地
条

件
や
住
宅
の
面
積
、
築
年
数
等

及
び
入
居
世
帯
の
収
入
額
に
よ

り
毎
年
度
算
定
さ
れ
、
職
員
住

宅
に
つ
い
て
も
基
本
的
に
算
定

方
法
は
同
様
で
あ
る
。

　

１
月
末
現
在
に
お
け
る
町
営

住
宅
の
入
居
状
況
は
、
本
別
地

区
の
出
来
澗
団
地
２
戸
を
除
い

て
全
て
が
入
居
済
で
あ
り
、
世

帯
分
離
や
婚
姻
等
か
ら
入
居
を

希
望
し
て
い
る
待
機
者
は
新
規

申
込
者　

名
、
住
替
え
希
望
者

３０

　

名
と
な
っ
て
い
る
。

１１
　

当
町
の
住
宅
再
生
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
は
、
将
来
的
に
持
ち

家
や
民
間
賃
貸
住
宅
の
整
備
促

進
を
図
り
、
管
理
戸
数
を
削
減

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
が
、

町
営
住
宅
の
必
要
性
、
入
居
者

属
性
の
変
化
等
を
考
慮
し
、
財

政
的
な
理
由
の
み
で
廃
止
す
る

こ
と
な
く
、
入
居
者
や
地
域
住

民
の
意
見
も
聞
き
入
れ
た
中
で

慎
重
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
耐
用

年
数
を
経
過
し
て
い
る
建
物
に

つ
い
て
は
、
老
朽
化
に
伴
い
居

住
水
準
の
低
下
が
顕
著
に
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
適
切
な

対
応
を
望
む
。
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鹿
部
中
学
校
に
お
け
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
利
用
状

況
及
び
学
校
経
営
の
実
態
に
つ

い
て

�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年
２
月
６
日

１９

�
�
�
�
�

　

担
当
課
よ
り
説
明
を
受
け
、

現
地
調
査
後
、
質
疑
を
行
っ
た
。

�
�
�
�
�

　

中
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
は
平
成　

年
７
月
に
更

１８

新
さ
れ
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
デ
ス

ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン　

台
、

３５

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
６
台
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
更
新
さ
れ
た
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
は
各
教
科
に

お
け
る
学
習
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

対
応
が
可
能
と
な
り
、
普
通
教

室
や
特
別
教
室
か
ら
も
高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
に
接
続
で

き
る
環
境
整
備
が
図
ら
れ
て
い

る
。

　

普
通
教
室
で
は
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー

ブ
ル
が
配
置
さ
れ
、
教
室
内
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
用
で
き

総
合
学
習
や
調
べ
学
習
を
す
る

際
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

体
育
館
に
は
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
配

置
さ
れ
、
無
線
の
エ
リ
ア
は
校

舎
敷
地
内
全
域
に
達
し
、
グ
ラ

ン
ド
等
で
の
使
用
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の

環
境
整
備
に
よ
り
有
効
に
活
用

さ
れ
て
い
る
が
、
各
パ
ソ
コ
ン

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
各
個
人

に
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
個

人
情
報
や
重
要
デ
ー
タ
管
理
の

適
正
化
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

昨
年　

月
に
道
教
委
で
実
施

１２

し
た
「
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
」

に
お
い
て
は
６
名
（
１
年
生
１

名
、
２
年
生
３
名
、
３
年
生
２

名
）
の
生
徒
が
「
現
在
も
い
じ

め
を
受
け
て
い
る
」
に
回
答
し

て
い
る
。

　

そ
の
内
容
は
殆
ど
が
悪
口
を

言
わ
れ
る
と
言
う
内
容
で
、
軽

度
の
い
じ
め
で
緊
急
性
の
高
い

も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
学
校

側
の
対
応
と
し
て
、「
い
じ
め
・

不
登
校
対
策
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
、
休
み
時
間
に
先
生
と
生

徒
が
触
れ
合
う
時
間
を
設
け
て

い
る
。

　

更
に
、
生
徒
の
個
人
カ
ル
テ

を
も
と
に
各
学
期
に
１
回
、
現

状
の
様
子
を
全
職
員
で
把
握
し
、

問
題
点
を
共
通
認
識
し
再
発
防

止
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
来
年
度
か
ら
学
校
独

自
の
「
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
学
期
に
１
回
程
度
、
実
施
す

る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
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�����������	
��
（町防災無線でお知らせします。）
�������	
���������	
������

傍聴席の入り口にある傍聴人名簿に住所と氏
名を記入するだけです。
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内　　　　容場　　所受付時間月　　日健康診断名

胃バリウム検査
１０月は大腸がん検診も実施

鹿部会館
６：００～９：３０
（３０分毎の予約制）

６月８日（金）
１０月１１日（木）

胃がん検診

胸部Ｘ線（肺がん・結核検診）
血液検査（肝機能検査、脂質検
査、血糖検査、腎機能検査、エ
キノコックス症検査等）尿検査、
身体計測、腹囲測定、血圧測定、
心電図検査、医師診察、栄養指
導、保健指導、大腸がん検診
６月２６日午前中のみ歯科検診を
実施

大岩地域会館９：３０～１０：００
６月２５日（月）町民ニコニコ

健診
（肺、大腸、
前立腺がん検
診、肝炎、エ
キノコックス
症検査を含
む）

鹿部会館１３：００～１５：００

中央公民館

９：３０～１１：００

６月２６日（火） １３：００～１５：００

１７：００～１８：３０

本別中央会館
９：３０～１１：００

６月２７日（水）
１３：００～１５：００

子宮がん検診　細胞診・超音波検査
乳がん検診　視触診・マンモグラフィ
骨粗しょう症検診　超音波検査

総合体育館保健室８：００～９：３０９月３日（月）

子宮がん・
乳がん・
骨粗しょう症
検診

頭部ＭＲＩ、頭部ＭＲＡ、
頸部Ｘ線、血圧測定、
血液検査、尿検査

函館新都市病院午後（予定）未定脳ドック検診

�������	
�����������������
　みなさん体調はいかがですか。健康でいると体のチェックを見逃しがちになります。生活
習慣病（がん、心疾患、脳血管疾患、高脂血症、糖尿病等）は病気の初期にはほとんど自覚
症状がありません。自分では全く気づかないうちに病気は始まってしまいます。そのため早
期に病気を見つけるためには、定期的に健康診断を受けることが大切になります。
　鹿部町では下記の日程で健康診断を予定しています。今年の町民ニコニコ健診はメタボリ
ックシンドローム（内臓脂肪症候群）のチェックができる健診内容になっています。この機
会にぜひ受診してみませんか。健診結果を上手に生かして、これからの健康づくりに役立て
ていきましょう。日程は次の通りです。

　なお、国民健康保険加入者対象の人間ドックは、平成１９年１０月から、函館中央病院、函館
五稜郭病院で実施する予定です。
　詳細については改めて広報、防災無線等でお知らせしていきます。
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　自分達の将来を決める大事
な中学校生活がスタート。４７
名の入学生が、まだ慣れてい
ない制服姿を披露してくれま
した。

���������

　３２名の児童が、お兄ちゃん、お姉ちゃん
に迎えられ入学式が行われました。新１年
生は、緊張しながらも担任の先生に１人ひ
とり呼ばれ、元気に返事をしていました。

��������	
���

今年の入園児　　３歳児　　３１名
　　　　　　　　５歳児　　　２名　　計３３名が入園しました。
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渡
島
・
檜
山
支
庁
管
内
の
山

林
の
多
く
は
ヒ
グ
マ
の
生
息
地

で
あ
り
、
春
先
の
山
菜
採
り
や

渓
流
釣
り
な
ど
で
は
、
ヒ
グ
マ

に
出
あ
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
事
故
を

予
防
す
る
た
め
に
は
、
フ
イ
ニ

ヒ
グ
マ
と
出
あ
う
こ
と
の
な
い

よ
う
気
を
配
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
安
全
の
た
め
、
次
の
ポ
イ

ン
ト
に
気
を
つ
け
て
、
春
の
山

林
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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■
ヒ
グ
マ
対
策
に
従
事
す
る
人

材
育
成
の
一
環
と
し
て
、
こ

の
春
季
に
渡
島
・
檜
山
支
庁

及
び
後
志
支
庁
の
山
林
内
で
、

捕
獲
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
渡
島
支
庁
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
渡
島
の
ひ
ぐ
ま
」
で
地

域
の
ヒ
グ
マ
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
レ
ジ
ャ
ー
で
の

安
全
対
策
に
関
す
る
情
報
な

ど
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

�����������������������

�����������������������
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□
お
問
合
せ

渡
島
支
庁

環
境
生
活
課
自
然
環
境
係

℡
０
１
３
８－

４
７－

９
４
３
９
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�
�
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電
波
の
利
用
は
、
携
帯
電
話

や
人
命
・
財
産
を
保
護
す
る
防

災
無
線
な
ど
社
会
生
活
に
不
可

欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

不
法
無
線
局
が
重
要
無
線
通
信

や
テ
レ
ビ
放
送
に
妨
害
を
与
え

る
な
ど
社
会
的
な
問
題
を
発
生

さ
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
総
務
省
で
は
、
６

月
１
日
か
ら　

日
ま
で
を
『
電

１０

波
利
用
保
護
旬
間
』
と
定
め
、

電
波
利
用
保
護
の
大
切
さ
を
訴

え
て
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
を
支
え
る
電
波
は
ル

ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う
。
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�
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�
�

北
海
道
総
合
通
信
局

・
不
法
無
線
局
、
混
信
・
妨
害
、

　

電
波
の
安
全
性

℡
０
１
１－

７
３
７－

０
０
９
９

・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
傷

　

害
℡
０
１
１－

７
３
７－

０
０
３
３

・
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　

相
談

℡
０
１
１－

７
０
９－

３
９
５
６

・
そ
の
他
の
行
政
相
談

℡
０
１
１－

７
０
９－

３
５
５
０

　

こ
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
は
、

世
帯
の
構
成
、
国
民
の
保
健
・

医
療
等
の
状
況
を
把
握
し
、
今

後
の
厚
生
労
働
行
政
の
基
礎
資

料
を
得
る
重
要
な
調
査
で
す
。

　

鹿
部
町
の
一
部
が
調
査
地
区

と
な
り
、
５
月
初
旬
頃
か
ら
調

査
員
が
自
宅
に
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

□
お
問
合
せ

北
海
道
渡
島
保
健
所　

保
健
福

祉
企
画
課
企
画
調
整
係

℡
０
１
３
８－

４
７－

９
５
２
４
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���������（１３）

　春の行政相談週間にあわせて、下記のと
おり特設行政相談所を開設しますのでお気
軽にお越しください。

������

　①鹿部中央公民館
　　５月２２日（火）１３時３０分～１５時３０分
　②本別中央会館
　　５月２３日（水）１３時００分～１５時００分
　なお、函館行政評価分室においても、行
政相談を受付しております。
�������	
�

　住　所：〒０４０－００３２
　　　　　函館市新川町２５－１８
　　　　　函館地方合同庁舎内
　電　話：０１３８－２３－０９０９
　ＦＡＸ：０１３８－２３－０９１９

�������	
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�������	
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�
　　平成１９年４月１日付けで船橋敦子さんが総務大臣から
行政相談員に委嘱されました。

　行政相談委員は役所と皆さんのパイプ役
です。皆さんから、国が行っている老人保
健、福祉、年金、道路、登記、郵便、雇用
保険などのことや、各役所の窓口サービス
について、苦情や意見・要望をお聴きして
改善を図ります。
　相談料は無料、秘密は厳守しますので、
お気軽に口頭、電話、手紙で行政相談委員
にお申出ください。
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　　　９：１０～９：４０　ロイヤルホテル前　　　　１２：００～１２：３０　役場前
　　　９：５０～１０：０５　出来澗会館前　　　　　　１３：４０～１４：００　商工会前
　　　１０：１５～１０：３０　蓬莱谷商店前　　　　　　１４：１０～１４：２５　やぶ政
　　　１０：４０～１０：５５　本別中央会館　　　　　　１４：３５～１４：５０　リハビリ野球場
　　　１１：０５～１１：２０　宝光寺前　　　　　　　　１５：００～１５：１５　大岩生活改善センター跡地
　　　１１：３０～１１：５０　総合体育館前
�������	
����
　　　１０：００～１１：００　役場前
��������������（注射料２，４９０円、注射済票交付手数料５５０円）

●まだ登録されていない方については、注射を受ける前に登録ください。
　登録料３，０００円がかかります。（登録窓口：役場民生課）
●動物病院で注射を受けた方（受ける方）は、病院から交付される「狂犬病予防注射済証」を役場にお
持ちください。注射済票を交付します。（交付手数料５５０円）

�������	
��
　町では、ゴミ処理費用の削減及び資源の有効利用を図るため、古衣類（リサイクル衣類）の回収を行っ
ています。
　平成１８年度は、�����の古衣類が集まりました。今後も古衣類の回収についてご協力お願いします。
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　わが国における急速な少子化の進行等を踏まえ、若い子育て世帯等の経済的負担の軽減を図る観
点から、３歳未満の乳幼児の養育者に対する児童手当の額を、第１子及び第２子について倍増し、
出生順位にかかわらず一律月１万円となりました。
　なお、３歳以上の児童の児童手当の額、支給対象年齢及び所得制限限度額については、
現行どおりです。

※　今回の改正では、受給者から特段の手続きを行う必要はありません。
　なお、平成１９年４月から３歳未満の児童手当等の額は一律月額１万円となりますが、
　３歳到達後の翌月からは、第１子及び第２子の手当額は５千円となります。

　詳しくは、役場民生課児童手当係（公務員の方は勤務先）にお問合せください。
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　森警察署管内では、３月中の刑法犯認知件数が前年比＋２件と今年に入って初めて増加しました。
　特に鹿部町内での、刑法犯の認知件数が増加しています。
ただ、侵入窃盗犯の発生が１件もなかったのは、地域住民皆さんの防犯意識が浸透してきた結果だと思わ
れます。
　これからも一人ひとりの防犯意識を向上させ、犯罪のない明るいまちづくりを一緒にしていきましょう。

窃盗犯認知件数全刑法犯
認知件数 計自動車盗車上狙い侵入盗

２件０件０件０件３件町　内
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物損事故傷者数死者数発生件数

９件０人０人０件町　内
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・高齢者の事故防止～夜行反射材の着用を！
・スピードダウン～無理のない運行計画を！
・全員がシートベルト～シートベルトは命綱！
　　　　　　　　　　　後部座席も含めて同乗者全員が着用を！
・飲酒運転追放～飲んだら乗るな！
　　　　　　　　二日酔いでもアルコールの影響が！
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○　特　　　徴　　無担保・無保証人
○　ご 融 資 額　　５５０万円以内（この他に、別枠４５０万円以内）
○　ご返済期間　　運転資金５年以内　設備資金７年以内
○　利　　　率　　年２．２％　（平成１９年４月２日現在）
　鹿部商工会から国民生活金融公庫へ推薦し、公庫からご融資いたします。
　商工会の経営指導を原則として６ヶ月以上受けていることが必要です。
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○　ご 融 資 額　　学生・生徒お一人につき２００万円以内
○　ご返済期間　　１０年以内（据置期間を含む）
○　据 置 期 間　　在学期間内で元金のご返済を据え置くことができます。
○　利　　　率　　年２．３％（平成１９年４月２日現在）
○　保　　　証　　㈱教育資金融資保証基金または連帯保証人（１名以上）

これ以外にも、国民生活金融公庫では各種融資制度をお取扱いしています。

利率は平成１９年４月２日現在

お問合せ先、� � � � �　　�０１３７２－７－３３４４
　　　　　　�������	　　�０１３８－２３－８２９１
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　国民生活金融公庫函館支店では、新規開業や第二創業（経営の多角化、
事業転換）を計画している方を対象に毎月第３火曜日に特別相談日を設
けています。
　お知り合いの方や、従業員様などで開業、第二創業を検討されている
方にお勧めです。
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事業に必要な運転資金、設備資金にご利
用いただけます。
�� � � ������������
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新規開業や経営の多角化、事業転換、Ｉ
Ｔ設備の導入等を行う方にご利用いただ
けます。
�� � � ������������
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平成１９年３月３１日現在
（　　）は前月比です

世帯数　１，８１８世帯（＋３）
　男　　２，３３０ 人 （－１３）
　女　　２，４５５ 人 （－１１）
　計　　４，７８５ 人 （－２４）

●６５歳以上の人口 １，１３０人
　高齢化率　　　　２３．６％
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